多文化教育からみた在日朝鮮人教育の課題と意義 : 「植民地責任」論をふまえた積極的平等の共有に向けて by 佐々木 陽子





































































































































































































































































































































































































































































2） Brown v. Board of Education of Topeka, 347 U. S. 483 (1954)
3） Lau v. Nichols, 483 F. 2d 791（9th Cir. 1973）および Lau v. Nichols, 414 U. S. 563 (1974)
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多文化教育からみた在日朝鮮人教育の課題と意義106
Korean Education in Japan as Multicultural Education
―To Share the Positive Equality in Light of “Colonial Responsibilities”―
Yoko SASAKI
要　　旨
　本稿は在日朝鮮人の教育課題を，「植民地責任」論を基にしながら，多文化社会において子どもが
受ける教室内外の社会的影響を解明してきた欧米の多文化教育理論の観点から，消極的および積極的
平等に分けて分析した。さらにそれら二種類の教育課題を日本社会が共有する意義について論じた。
　ディアスポラとして日本に暮らす在日朝鮮人に対する教育においては，「等しく整えられた安全な
学習環境」（消極的平等）に加えて，歴史的な植民地化により従属的社会集団にされた人びとが「剥
奪されたものを回復する」（積極的平等）過程も，必要な教育的課題である。両課題に顕著な努力と
成果を見せる在日朝鮮人教育の実践は，在日朝鮮人社会のみならず，日本社会がポストコロニアルか
つ脱国家主義的な多文化化を模索する上で重要な示唆を孕むものであり，今後その教育的意義の更な
る解明とその社会的な共有が必要である。
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